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本
書
は
、
近
世
の
北
東
北
・
道
南
地
域
の
民
衆
の
生
活
世
界
が
、
和
人
地
と
蝦
夷

地
の
境
界
を
越
え
て
広
が
っ
て
い
く
様
相
を
扱
っ
た
菊
池
勇
夫
氏
に
よ
る
諸
論
考
を

集
め
、
一
著
と
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

　
　

序　

章　

北
の
民
衆
の
生
活
世
界
へ 

　
　

第
一
章　

鷹
の
捕
獲
技
術
に
つ
い
て 

　
　

第
二
章　

寛
保
の
松
前
大
津
波 

　
　

第
三
章　

蝦
夷
地
の
な
か
の
「
日
本
」
の
神
仏 

　
　

第
四
章　

南
部
屋
（
浅
間
）
嘉
右
衛
門
と
飛
驒
屋 

　
　

第
五
章　

ラ
ク
ス
マ
ン
来
航
と
下
北
の
人
々 

　
　

第
六
章　
『
模
地
数
里
』
に
描
か
れ
た
松
前 

　
　

第
七
章　

松
浦
武
四
郎
『
蝦
夷
日
誌
』
に
み
る
松
前
・
蝦
夷
地
の
沿
海
社
会 

　
　

第
八
章　

万
延
元
年
蝦
夷
地
場
所
引
継
文
書
の
紹
介
と
検
討 

　
　

あ
と
が
き 

　

ま
ず
は
、
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

　

第
一
章
は
、
北
日
本
に
お
け
る
鷹
の
捕
獲
方
法
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。
弘
前

藩
に
お
い
て
は
、「
巧
者
」
が
小
屋
を
設
け
て
鷹
待
ち
を
し
、
ム
ソ
ウ
ア
ミ
を
用
い

て
捕
獲
す
る
手
法
が
知
ら
れ
、
特
に
真
名
板
淵
が
逸
鷹
の
産
地
と
し
て
誉
れ
高
く
、

〔
書
評
と
紹
介
〕

　
菊
池
勇
夫
著

『
近
世
北
日
本
の
生
活
世
界

　
―
北
に
向
か
う
人
々
』

上
田
　
哲
司

弘
前
藩
は
鷹
の
繁
殖
の
た
め
植
林
ま
で
行
っ
て
い
た
。
松
前
藩
に
お
い
て
は
ア
イ
ヌ

の
人
々
が
巣
鷹
を
捕
ら
え
、
松
前
藩
の
鷹
匠
に
引
き
渡
し
て
い
た
。
盛
岡
藩
で
は
藩

士
の
中
か
ら
「
鷹
侍
」
を
任
命
し
、
地
侍
を
動
員
す
る
な
ど
し
て
若
黄
鷹
を
捕
獲
し

て
い
た
。 

　

第
二
章
で
は
、
寛
保
元
年
七
月
一
九
日
、
渡
島
半
島
西
岸
や
本
州
の
日
本
海
側
に

押
し
寄
せ
た
、
い
わ
ゆ
る
寛
保
大
津
波
の
被
害
状
況
や
、
そ
の
後
に
お
け
る
伝
承
・

記
憶
の
さ
れ
方
な
ど
を
論
述
し
て
い
る
。 

　

第
三
章
で
は
、
蝦
夷
地
に
お
け
る
日
本
の
神
仏
の
展
開
を
、
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
関

わ
り
を
含
め
、
歴
史
的
に
捉
え
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
か
か
げ
ら
れ
、
そ
の
題
材
と

し
て
ウ
ス
善
光
寺
と
義
経
物
語
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
前
者
に
お
い
て
は
、
シ
ャ
ク

シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
の
少
し
前
、
松
前
藩
の
許
し
を
得
て
蝦
夷
地
を
歩
き
善
光
寺
ま
で

至
っ
た
円
空
の
作
仏
活
動
や
、
平
等
無
差
の
眼
差
し
を
ア
イ
ヌ
に
ま
で
向
け
た
と
い

う
貞
伝
作
と
さ
れ
る
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
善
光
寺
如
来
の

信
仰
が
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
も
あ
る
程
度
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

東
蝦
夷
地
が
幕
領
化
さ
れ
、
ウ
ス
善
光
寺
が
官
寺
化
さ
れ
る
と
、
こ
の
信
仰
を
素
地

に
、
さ
ら
な
る
ア
イ
ヌ
改
宗
が
推
進
さ
れ
た
と
す
る
。
後
者
に
お
い
て
は
、
も
と
は

藤
原
秀
衡
の
も
と
に
い
た
幼
年
の
義
経
が
蝦
夷
島
へ
渡
っ
て
か
ね
ひ
ら
大
王
の
娘
と

契
り
を
結
び
、
そ
の
協
力
に
よ
っ
て
虎
の
巻
（
兵
法
書
）
を
盗
み
、
奥
州
へ
帰
還
を

果
た
し
た
と
い
う
御
伽
草
子
『
御
曹
司
島
渡
』
の
物
語
が
松
前
に
お
い
て
も
語
ら
れ

て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
が
起
こ
る
と
、
実
際
に
こ

の
戦
い
に
関
わ
っ
た
ア
イ
ヌ
首
長
オ
ニ
ビ
シ
の
名
前
か
ら
、
鬼
形
の
こ
ん
ぴ
ら
大
王

が
連
想
さ
れ
、
オ
ニ
ビ
シ
の
先
祖
は
こ
ん
ぴ
ら
大
王
と
さ
れ
、
高
館
を
逃
れ
蝦
夷
島

に
落
ち
延
び
た
義
経
は
大
王
の
娘
と
結
ば
れ
て
城
を
構
え
た
と
い
う
物
語
へ
と
変
質
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し
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ア
イ
ヌ
が
義
経
を
畏
れ
敬
っ
て
い
る
と
い
う
言
説

が
和
人
の
な
か
で
も
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
文
化
神
・
オ
キ
ク
ル

ミ
を
義
経
と
同
一
視
す
る
よ
う
な
言
説
も
産
ま
れ
た
。
こ
れ
は
和
人
の
付
会
に
過
ぎ

な
か
っ
た
が
、
蝦
夷
地
の
幕
領
化
後
は
、
現
在
の
北
海
道
平
取
町
に
は
近
藤
重
蔵
に

よ
っ
て
義
経
神
社
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
幕
領
化
が
契
機
と
な
り
、
日
本

の
神
仏
の
浸
透
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。 

　

第
四
章
で
は
、
飛
驒
屋
大
畑
店
の
下
代
（
支
配
人
）
を
勤
め
、
辞
し
た
の
ち
、
松

前
に
渡
っ
た
南
部
屋
嘉
右
衛
門
を
取
り
上
げ
る
。
同
人
は
、
江
戸
や
大
坂
の
商
人
、

京
都
の
公
家
や
江
戸
の
大
奥
と
結
び
つ
き
、
蝦
夷
地
産
物
の
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
過
程
で
飛
驒
屋
と
対
立
し
、
松
前
藩
の
財
政
・
勘
定
方
と
結

び
つ
く
こ
と
で
対
抗
し
よ
う
と
し
た
が
、
幕
府
に
訴
え
ら
れ
、
松
前
藩
に
も
見
放
さ

れ
、
敗
訴
・
死
刑
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
権
力
と
商
人
が
入
り
組
ん
だ
構
造
が
田

沼
時
代
の
特
徴
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。 

　

第
五
章
で
は
、
菅
江
真
澄
の
ラ
ク
ス
マ
ン
来
航
の
記
録
を
主
に
取
り
上
げ
る
。
松

前
藩
が
ラ
ク
ス
マ
ン
来
航
へ
の
対
応
で
大
騒
ぎ
し
て
い
る
最
中
、
真
澄
は
松
前
を
離

れ
下
北
へ
と
移
っ
た
。
真
澄
の
記
録
は
、
水
先
案
内
人
と
し
て
エ
カ
テ
リ
ナ
号
に

乗
っ
て
大
黒
光
大
夫
と
同
行
し
た
松
前
の
船
頭
・
久
八
が
記
し
た
「
漂
流
人
聞
書
」

と
共
通
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
真
澄
が
下
北
の
大
畑
あ
た
り
を
渡
り
歩
い
て

い
る
と
き
に
誰
か
に
見
せ
て
も
ら
っ
て
記
録
し
た
と
指
摘
す
る
。
同
じ
く
、「
漂
流

人
聞
書
」
を
典
拠
に
し
た
と
思
わ
れ
る
記
述
が
、
真
澄
の
友
人
で
も
あ
っ
た
大
畑
の

村
林
鬼
工
に
よ
る
『
原
始
謾
筆
風
土
年
表
』
に
も
見
ら
れ
る
。
大
畑
は
飛
驒
屋
久
兵

衛
の
根
拠
地
が
あ
る
地
で
あ
り
、
松
前
の
船
頭
か
ら
多
く
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
、

飛
び
交
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
、
と
指
摘
さ
れ
る
。 

　

第
六
章
で
は
、
江
戸
か
ら
松
前
へ
の
往
復
の
旅
の
際
に
描
か
れ
た
『
模
地
数
里
』

と
い
う
ス
ケ
ッ
チ
風
の
風
物
図
集
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
）
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
が
江
戸
の
住
人
・
嶽
丈
央
斎
に
よ
る
『
陸
奥
日
記
』（
東
北
大
学
所
蔵
）
と
内

容
が
対
応
関
係
に
あ
り
、
筆
跡
も
近
い
こ
と
か
ら
、
同
一
人
の
作
で
あ
る
と
指
摘
し

た
上
で
、
そ
の
絵
解
き
を
通
し
て
近
世
後
期
の
松
前
に
お
け
る
女
性
や
馬
な
ど
の
様

相
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。
前
者
に
つ
い
て
、
央
斎
は
「
松
前
ハ
女
の
多
き
処
」

「
女
商
人
多
し
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
男
た
ち
が
蝦
夷
地
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
て

い
た
た
め
で
あ
る
と
し
、
女
の
領
分
は
魚
や
野
菜
を
売
り
歩
く
小
商
人
で
あ
る
と
い

う
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
松
前
城
下
で
は
馬
子
が
一
人
に
つ
き
十
数
頭
の
馬
を
用
い
、

近
在
の
村
か
ら
薪
や
炭
を
運
搬
し
販
売
す
る
も
の
が
お
り
、
そ
れ
が
都
市
住
民
の
燃

料
の
供
給
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
馬
は
雪
が
降
る
季
節
も
含
め
て
放
し
飼
い
で
、

必
要
な
と
き
に
捕
ら
え
、
用
事
が
済
む
と
放
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。 

　

第
七
章
で
は
、
近
世
北
海
道
（
松
前
・
蝦
夷
地
）
の
沿
海
社
会
が
地
域
差
を
含
め

て
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
す
が
た
で
あ
っ
た
か
、
松
浦
武
四
郎
に
よ
る
弘
化
・
嘉

永
年
間
の
踏
査
の
観
察
記
録
『
蝦
夷
日
誌
』
を
使
っ
て
俯
瞰
す
る
。
こ
れ
は
、
観
察

範
囲
が
カ
ラ
フ
ト
、
ク
ナ
シ
リ
、
エ
ト
ロ
フ
ま
で
及
び
、
沿
海
社
会
の
実
情
を
具
体

的
に
把
握
で
き
る
史
料
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
頃
、
蝦
夷
地
内
部
へ
と
入
り
込
む
和

人
の
季
節
移
動
も
し
く
は
定
住
化
が
大
規
模
化
し
、
昆
布
漁
・
鰊
漁
に
さ
い
し
て
直

接
労
働
に
従
事
す
る
者
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
の
現
金
収
入
を
目
当
て
に
、
物
売
り
の

商
人
、
髪
結
、
料
理
屋
、
遊
女
稼
ぎ
の
者
な
ど
が
集
ま
り
、
季
節
的
に
せ
よ
、
繁
華

な
町
場
的
な
空
間
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
和
人
社
会
の
経
済
圧
・
人
口

圧
が
ア
イ
ヌ
社
会
に
押
し
寄
せ
、
東
蝦
夷
地
の
六
ヶ
場
所
で
は
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
も

日
本
語
・
貨
幣
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
松
浦
は
、
ア
イ
ヌ
の
人
口
は
急
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減
し
ほ
ど
な
く
消
え
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

第
八
章
は
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）、
仙
台
藩
が
幕
府
か
ら
東
蝦
夷
地
の
う
ち
、

シ
ラ
オ
イ
（
白
老
）、
ト
カ
チ
（
十
勝
）、
ア
ッ
ケ
シ
（
厚
岸
）、
ネ
モ
ロ
（
根
室
）、

ク
ナ
シ
リ
（
国
後
）、
エ
ト
ロ
フ
（
択
捉
）
の
六
ヶ
場
所
を
領
地
と
し
て
与
え
ら
れ

た
際
、
引
き
継
ぎ
事
項
を
仙
台
藩
側
が
書
き
留
め
た
記
録
で
あ
る
「
庚
申
万
延
元
年

蝦
夷
地
御
領
分
御
引
受
留
」（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
）
を
取
り
上
げ
、
そ

の
史
料
紹
介
を
兼
ね
つ
つ
、
特
に
ク
ナ
シ
リ
場
所
に
つ
い
て
、
当
時
の
実
情
を
復
元

し
て
い
る
。

　

内
容
紹
介
は
こ
こ
ま
で
と
し
て
、
こ
こ
で
、
少
し
く
、
菊
池
氏
の
こ
れ
ま
で
の
研

究
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。 

旧
盛
岡
藩
領
域
の
出
身
で
あ
る
菊
池
氏
は
、
自
身
の

最
初
の
論
集
で
あ
っ
た
『
幕
藩
体
制
と
蝦
夷
地
』（
雄
山
閣
、
一
九
八
四
）
の
「
あ

と
が
き
」
に
お
い
て
、
自
身
の
郷
里
の
地
域
史
に
関
心
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
研
究
者

と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
当
初
は
郷
里
の
思
想
家
・
安
藤
昌
益
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
頃
、
一
揆
に
加
わ
っ
た
か
ど
で
盛
岡

藩
に
捕
ら
え
ら
れ
た
百
姓
・
三
浦
命
助
の
「
獄
中
記
」
が
収
録
さ
れ
た
『
民
衆
運
動

の
思
想
』
と
、
安
丸
良
夫
に
よ
る
そ
の
解
説
に
触
れ
、
氏
の
関
心
は
ま
も
な
く
三
浦

へ
と
向
か
っ
た
の
だ
と
い
う
（
本
書
二
頁
）。
こ
の
時
点
で
三
浦
の
獄
中
記
に
は
豊

富
な
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
た
が
、
菊
池
氏
は
、
三
浦
が
家
族
の
松
前
移
住
を
願
っ

て
い
た
こ
と
に
着
目
し
、
な
ぜ
「
松
前
」
な
の
か
、
と
い
う
視
点
よ
り
新
た
な
研
究

を
発
表
し
た
（「
三
浦
命
助
の
松
前
移
住
論
の
史
的
意
義
」『
歴
史
評
論
』、
一
九
七

七
）。
こ
の
研
究
が
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
菊
池
氏
の
関
心
は
北
奥
の
民
衆

に
よ
る
「
松
前
稼
」
に
向
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
出
稼
者
に
よ
る
横

暴
な
振
舞
が
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
蜂
起
―
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
を
招
い
た
こ
と

を
知
っ
て
大
き
な
衝
撃
を
受
け
、
そ
の
関
心
は
蝦
夷
地
研
究
へ
と
広
が
っ
た
の
だ
と

い
う
。
こ
の
こ
と
は
『
十
八
世
紀
末
の
ア
イ
ヌ
蜂
起
』（
サ
ッ
ポ
ロ
堂
書
店
、
二
〇

一
〇
）
の
「
あ
と
が
き
」
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

　

こ
の
よ
う
に
振
り
返
っ
た
と
き
、
本
書
は
、
一
九
七
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
上
記
論

文
の
延
長
に
位
置
づ
く
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。
こ
の
四
〇
年
の
間
に
、
氏
は
、
上

記
論
文
が
収
録
さ
れ
た
『
幕
藩
体
制
と
蝦
夷
地
』
の
ほ
か
、『
北
方
史
の
な
か
の
近

世
日
本
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
一
）、『
ア
イ
ヌ
と
松
前
の
政
治
文
化
論
―
境
界
と

民
族
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
一
三
）
な
ど
を
刊
行
し
た
が
、
こ
れ
ら
諸
論
文
集
と
本

書
は
す
べ
て
が
一
連
の
も
の
と
把
握
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
実
際
に
、
本
書
の

各
章
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
も
言
う
べ
き
「
鷹
」「
義
経
伝
説
」「
近
藤
重
蔵
」「
飛
驒
屋
」

「
菅
江
真
澄
」「
ラ
ク
ス
マ
ン
」「
松
浦
武
四
郎
」
な
ど
は
、
最
初
の
論
集
で
あ
る
『
幕

藩
体
制
と
蝦
夷
地
』
に
お
い
て
も
論
点
と
さ
れ
て
い
た
。
本
書
に
収
録
さ
れ
た
各
論

文
は
、
す
べ
て
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
て
き
た
菊
池
氏
の
北
方
史
関
連
の
論
文
の
続
編

の
よ
う
な
位
置
づ
け
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
こ
う
し
た
菊
池
氏
の
一
連
の
仕
事
を
総
体
的
に
眺
め
た
と
き
に
、
よ
り

一
層
、
そ
の
価
値
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
本
書
は
数
年
前
に
出
版
さ
れ
た

菊
池
氏
に
よ
る
『
東
北
か
ら
考
え
る
近
世
史
』
に
、「
内
容
的
に
近
い
こ
と
か
ら
、

同
じ
清
文
堂
出
版
よ
り
出
し
た
」（
本
書
二
八
六
頁
）
と
い
う
こ
と
だ
が
、
む
し
ろ

『
幕
藩
体
制
と
蝦
夷
地
』
か
ら
の
連
続
性
こ
そ
、
研
究
史
的
に
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
、
現
在
の
北
東
北
と
北
海
道
の
地
域
的
一
体
性
を
捉
え
た
菊
池
氏
の
こ
れ
ま

で
の
研
究
に
、
さ
ら
な
る
厚
み
を
加
え
た
一
書
な
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
菊
池
氏
の
研
究
視
座
は
、
こ
の
四
〇
年
間
の
内
に
、
北
方
史
と
呼
ば
れ

る
研
究
潮
流
を
生
み
出
し
、
北
海
道
・
東
北
史
研
究
会
の
結
会
を
促
し
て
現
在
に
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至
っ
て
い
る
。
そ
の
北
海
道
・
東
北
史
研
究
会
に
お
い
て
、
宮
本
花
恵
が
第
三
章
に

関
連
す
る
最
新
の
研
究
を
提
起
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
場
を
も
っ
て
簡
単
に
紹
介
し

た
い
（
同
「
津
軽
今
別
本
覚
寺
貞
伝
上
人
伝
を
巡
っ
て
」『
北
海
道
・
東
北
史
研
究
』

一
一
号
、
近
刊
予
定
）。
こ
れ
は
、
菊
池
氏
が
「
本
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
北
方
史

に
関
し
て
私
自
身
が
す
べ
き
こ
と
は
ほ
ぼ
形
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が

し
て
い
る
」
が
、
ま
だ
「
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
世
代
間
の
断
絶
に
な
ら
な
い

よ
う
、
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
け
る
よ
う
な
仕
事
を
め
ざ
し
て
み
た
い
」（
本
書
二

八
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
菊
池
氏
か
ら
の
「
バ
ト
ン
」
が
評
者
と
同

世
代
の
研
究
者
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
も
、
あ
え
て
記
す
も

の
で
あ
る
。

　

宮
本
は
、
貞
伝
が
実
際
に
蝦
夷
地
へ
と
渡
り
ウ
ス
善
光
寺
へ
と
至
っ
た
と
さ
れ
て

き
た
従
来
の
通
説
に
疑
義
を
示
し
て
い
る
。
宮
本
に
よ
る
と
、
下
北
半
島
で
は
貞
伝

の
信
仰
が
篤
く
、
下
北
の
民
衆
が
蝦
夷
地
へ
と
渡
り
、
ウ
ス
善
光
寺
を
拠
点
に
そ
の

信
仰
を
広
め
て
い
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
で

は
、
ク
ナ
シ
リ
の
ア
イ
ヌ
・
モ
シ
リ
ハ
ク
が
「
ツ
ク
ナ
イ
」
の
一
つ
と
し
て
、
貞
伝

の
万
体
仏
を
差
し
出
さ
せ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
菊
池
氏
が
第
三
章
で
論
じ

た
よ
う
に
、
必
ず
し
も
ア
イ
ヌ
側
が
強
制
的
に
日
本
仏
教
に
改
宗
さ
れ
た
と
は
言
い

難
く
、
日
本
仏
教
を
理
解
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
も
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

　

さ
て
、
屋
上
屋
を
架
す
よ
う
で
は
あ
る
が
、
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
評
者
か
ら

も
簡
単
な
補
論
と
な
る
指
摘
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

第
二
章
に
関
連
し
、
評
者
と
し
て
は
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
渡
島
教
育
会

に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
現
在
の
渡
島
支
庁
管
内
の
各
村
・
各
部
落
の
地
誌
で
あ
る

『
函
館
支
庁
管
内
町
村
誌
』（
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
）
を
紹
介
し
た
い
。
こ
こ
に
は
、

原
口
村
・
江
良
町
村
・
清
部
村
な
ど
の
諸
村
に
伝
わ
る
伝
承
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
諸
村
は
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
は
じ
め
頃
に
南
か

ら
移
住
し
て
き
た
和
人
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
が
、
寛
保
大
津
波
に
よ
っ
て
一
時
的

に
壊
滅
し
、
そ
の
後
、
災
厄
を
ま
ぬ
が
れ
た
わ
ず
か
な
者
た
ち
に
よ
っ
て
復
興
が
遂

げ
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
。
菊
池
氏
は
、
寛
保
大
津
波
が
半
世
紀
余
り
経
過
し
た
後
も

記
憶
さ
れ
て
い
る
事
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
口
頭
伝
承
の
レ
ベ
ル
で
は
近
代
ま
で
伝

承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
伝
承
は
、
鈴
江
英
一
氏
に
よ
っ
て
、
和
人
地

の
村
の
開
村
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い
う
論
考
の
中
で
検
討
さ
れ
て
い
る
（
同

「
和
人
セ
ク
ベ
イ
の
子
孫
た
ち
」
桑
原
真
人
編
『
開
拓
の
か
げ
に
』
三
省
堂
、
一
九

八
七
）
が
、
こ
れ
ら
の
伝
承
か
ら
は
、
寛
保
大
津
波
を
め
ぐ
る
「
記
憶
」
に
つ
い
て

も
抽
出
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
近
代
へ
と
連
続
的
に
受
け
継
が
れ
た
記
憶

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
研
究
が
深
化
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

　

以
上
、
雑

で
は
あ
る
が
、
本
書
の
紹
介
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
評
者
自
身

も
、
菊
池
氏
か
ら
「
バ
ト
ン
」
を
受
け
継
げ
る
よ
う
願
っ
て
、
こ
の
拙
い
書
評
を
閉

じ
た
い
と
思
う
。

（
二
○
一
六
年
十
一
月
七
日
刊
、
Ａ
５
判
、
三
○
六
頁
、
定
価
七
八
○
○
円
＋
税
、

清
文
堂
）

（
う
え
だ
・
て
つ
じ　

北
広
島
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
学
芸
員
）


